
町 村 週 報1　平成22年11月15日 第2740号
昭和29年１月30日
第三種郵便物認可（ ）

町村週報
発行所 全国町村会 〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号：電話03-3581-0486　FAX03-3580-5955
発行人 山中昭栄：定価1部40円・年間1,500円（税、送料含む）　振替口座00110-8-47697　　　http://www.zck.or.jp

町村の購読料は会費
の中に含まれております

毎週月曜日発行

（ ）
2740号

○写真募集○● ●

も く じも く じ

　

人
口
減
・
高
齢
化
に
悩
む
農
山
村
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て
、
都
市
に
住
む
若
者
に
期
待
が
集
ま

り
つ
つ
あ
る
。
総
務
省
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

や
農
水
省
の
「
田
舎
で
働
き
隊
」
な
ど
、
都
市
の

若
者
を
農
山
村
に
派
遣
す
る
し
く
み
も
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
反
映
し
て
か
、
一
時
、
私
の

勤
め
る
研
究
所
に
、
数
年
前
に
開
発
し
た
あ
る
シ

ス
テ
ム
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
。そ
れ
は
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
受
入
農
家
が
携
帯
電
話
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
機
能
を
介
し
て
連
絡
を
取

り
合
え
る
シ
ス
テ
ム
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ
る

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
円
滑
化
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
当
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
よ
り
判
明
し
た
の
は
、
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
だ
け
で
情
報
が
集
ま
り
、
流
れ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
情
報
を
足
で
稼
い
で
集

め
る
「
人
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

鳥
取
県
に
、
学
生
人
材
バ
ン
ク
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
あ
る
。
8
年
前
に
当
時
の
鳥
取
大
学
生
が

立
ち
上
げ
た
組
織
で
、
大
学
生
を
農
山
村
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
代
表
を
含
め
7
名
の
若

者
が
専
従
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

　

情
報
発
信
や
連
絡
調
整
は
、
主
に
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
行
う
が
、
上
述
の

シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
の
は
、
県
内
の
人
口
減
・
高

齢
化
の
進
む
集
落
に
ス
タ
ッ
フ
が
足
繁
く
通
い
、

住
民
と
密
に
付
き
合
い
な
が
ら
受
け
入
れ
ニ
ー
ズ

を
収
集
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ネ
ッ
ト

上
の
シ
ス
テ
ム
に
は
生
の
情
報
が
集
ま
り
、
流
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
集
落
に
見
ず
知
ら
ず
の
若
者
が

入
る
と
な
れ
ば
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る
。

若
者
側
、
集
落
側
、
双
方
へ
の
ケ
ア
も
、
彼
ら
の

仕
事
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
彼
ら
の
活
動
は
、
継
続
性
の
点
で
常

に
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

最
大
の
課
題
は
、
活
動
の
経
済
的
基
盤
の
確
保
で

あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
は
県
の
支
援
を

受
け
て
は
い
る
も
の
の
、
職
員
が
十
分
な
生
計
を

立
て
る
に
は
厳
し
い
金
額
し
か
支
払
わ
れ
て
お
ら

ず
、
支
援
の
永
続
性
の
保
証
も
な
い
。
か
と
い
っ

て
、
外
部
資
金
に
頼
ら
ず
自
立
運
営
で
き
る
よ
う

な
性
質
の
事
業
で
は
な
い
。
人
口
減
・
高
齢
化
へ

の
対
策
に
は
、
次
世
代
育
成
へ
の
対
応
が
不
可
欠

だ
が
、
対
策
に
携
わ
る
者
自
身
が
、
次
世
代
を
育

成
す
る
経
済
的
余
裕
を
も
て
な
い
と
い
う
矛
盾

が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。

　

彼
ら
の
よ
う
な
都
市
と
農
山
村
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
社
会
的
認
知
を
与
え
、
経
済
的
な

基
盤
を
確
保
す
る
し
く
み
づ
く
り
が
、
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

栗
源
ふ
る
さ
と
い
も
祭
（
千
葉
県
）

閑話休題

農
村
工
学
研
究
所　

研
究
員　

坂 

本 　

誠

さ
か

も
と

ま
こ
と

都
市
と
農
山
村
を
結
ぶ「
人
」に
光
を

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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菅
首
相
は
、
今
臨
時
国
会
の
所
信
表
明

に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
を
検
討
す
る

旨
発
言
し
た
が
、
農
林
水
産
業
が
地
域
の

基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
全
国
の
町
村
長

と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
つ
い
て

強
い
懸
念
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
つ
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
例
外
な
き
関
税

撤
廃
を
原
則
と
す
る
た
め
、
我
が
国
の
農

林
水
産
業
を
崩
壊
さ
せ
、
食
料
の
安
定
供

給
を
揺
る
が
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
大
な
政

策
変
更
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
場

の
声
を
一
切
聞
か
ず
に
唐
突
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
検
討
を
表
明
し
た
の
は
、
民
意
の

全
く
の
無
視
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、食
料
・
木
材
自
給
率
を
50
％

ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
政
策
目
標
や
来

年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
戸
別
所
得
補
償

制
度
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
間
の
整
合
性
を
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
、
と
り
わ
け
政
策
の
継

続
性
や
財
源
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
全
く

無
く
、強
い
疑
念
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿

易
機
構
）
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）

な
ど
の
国
際
交
渉
に
お
い
て
、「
国
内
農

業
・
農
村
の
振
興
な
ど
を
損
な
う
こ
と
は

行
わ
な
い
」
と
述
べ
て
き
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
検
討
は
「
言
行
不
一
致
」
で

あ
り
、
撤
回
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

農
山
漁
村
は
、
現
在
、

疲
弊
の
度
を
強
め
て
お

り
、
我
々
町
村
長
は
、
農

林
水
産
業
な
ど
の
地
域
産

業
の
振
興
に
日
夜
全
力
を

傾
け
て
い
る
。

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

検
討
な
ど
で
は
な
く
、
将

来
を
見
据
え
て
海
外
と
も

競
争
で
き
る
農
林
水
産
業

を
早
急
に
確
立
す
る
た
め

の
政
策
の
樹
立
で
あ
る
。

　

全
国
町
村
会
は
10
月
29
日
、
常
任
理
事
会
、
政
務
調
査
会
を
開

催
し
、
菅
首
相
が
今
臨
時
国
会
の
所
信
表
明
で
参
加
を
検
討
す
る

旨
発
言
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ
の

参
加
の
撤
回
を
求
め
る
緊
急
決
議
を
行
い
、
11
月
4
日
、
役
員
が

関
係
先
に
実
行
運
動
を
展
開
し
た
。

　

実
行
運
動
で
は
藤ふ
じ

原は
ら

忠た
だ

彦ひ
こ

会
長
（
長
野
県
川か
わ

上か
み

村
長
）、
白し
ら

石い
し

勝か
つ

也や

経
済
農
林
部
会
長（
愛
媛
県
松ま
さ
き前
町
長
）、
杉す
ぎ

本も
と

博ひ
ろ

文ぶ
み

経
済
農

林
部
会
副
部
会
長（
福
井
県
池い
け

田だ

町
長
）が
筒
井
信
隆
農
林
水
産
副

大
臣
、森
本
哲
生
民
主
党
陳
情
要
請
対
応
本
部
副
本
部
長（
農
水
担

当
）、亀
井
静
香
国
民
新
党
代
表
と
面
談
し
、
緊
急
決
議
の
実
現
方

を
要
請
。面
談
に
お
い
て
本
会
役
員
は
、町
村
に
と
っ
て
農
林
水
産

業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
も
た
ら
す
打
撃
は

計
り
知
れ
ず
、政
府
・
与
党
に
お
い
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
撤
回

す
べ
き
で
あ
る
。今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、国
家
戦
略
と
し
て
足

腰
の
強
い
農
林
水
産
業
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

TPP参加の撤回求め実行運動TPP参加の撤回求め実行運動TPP参加の撤回求め実行運動 全　国
町村会
全　国
町村会

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）に
関
す
る
緊
急
決
議

△ 筒井農林水産副大臣（左）に要請する藤原会長（左
から二人目）、白石経済農林部会長（右から二人目）、
杉本経済農林部会副部会長（右）

△森本民主党陳情要請対応本部副本部長（農水担当）（左）

△亀井国民新党代表（右から二人目）
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民
主
党
は
11
月
4
日
、
地
域
主
権
調
査

会
総
会
（
会
長
：
武
正
公
一
衆
議
院
議
員
）

を
開
催
し
、
執
行
三
団
体
か
ら
一
括
交
付
金

化
及
び
出
先
機
関
改
革
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
渡わ

た

邊な
べ

廣ひ
ろ

吉き
ち

常
任

理
事
（
新
潟
県
聖せ

い

籠ろ
う

町
長
）
が
出
席
し
、
一

括
交
付
金
の
制
度
設
計
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、町
村
の
立
場
か
ら
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

渡
邊
常
任
理
事
は
、
は
じ
め
に
財
政
規

模
が
小
さ
い
町
村
は
、
投
資
的
事
業
の
内
容

が
年
度
に
よ
り
異
な
り
、
必
要
な
国
庫
補
助

金
の
額
も
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
一
括
交
付

金
に
な
っ
た
場
合
、所
要
財
源
が
確
保
さ
れ
、

規
模
の
大
き
な
事
業
の
円
滑
か
つ
継
続
的
な

実
施
の
可
否
を
町
村
長
が
心
配
し
て
い
る
と

表
明
。
ま
た
一
括
交
付
金
で
国
の
財
源
を
捻

出
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
三
位
一
体
改
革

の
二
の
舞
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
そ

の
総
額
は
、
対
象
と
な
る
補
助
金
等
の
額
と

同
額
を
確
保
し
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

で
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

ま
た
配
分
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
町
村

に
お
い
て
、
制
度
化
の
前
後
で
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
制
度
設
計
で
あ
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ
の
上
で
投
資
的
経

費
の
交
付
基
準
に
は
、
道
路
の
改
良
率
や
下

水
道
の
普
及
率
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
状
況

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
格
差
が
拡

大
し
な
い
よ
う
財
政
力
の
弱
い
団
体
へ
の
手

厚
い
配
分
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

続
い
て
、
一
括
交
付
金
の
制
度
設
計
は
、

地
方
が
自
由
に
使
え
る
こ
と
が
明
確
と
な
る

よ
う
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み
に
す
る
と
と
も

に
、
法
的
に
自
由
度
を
担
保
す
る
た
め
「
補

助
金
適
正
化
法
」
の
適
用
除
外
と
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
対
象
補
助
金
の

範
囲
で
は
、
離
島
振
興
関
係
補
助
金
な
ど
特

定
地
域
や
特
別
の
事
情
に
よ
り
講
じ
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
一
括
交
付
金
の
対
象
外
と
す

べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
一
括
交
付
金
化

の
対
象
と
考
え
ら
れ
る
「
地
域
再
生
基
盤
強

化
交
付
金
」
が
、
平
成
23
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
、
政
府
と
し
て
早
急
に
代
替
措
置
を
明

ら
か
に
し
、
社
会
資
本
整
備
予
算
の
総
額
を

確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
（
座
長
・
中
野

寛
成
衆
議
院
議
員
）
は
11
月
2
日
、
総
会
を

開
催
し
、
社
会
保
障
・
税
共
通
番
号
制
度
に

つ
い
て
執
行
三
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
間ま

宮み
や

恒つ
ね

行ゆ
き

常
任
理
事

（
神
奈
川
県
大お

お

井い

町
長
）
が
出
席
し
、「
社
会

保
障
・
税
に
関
す
る
番
号
制
度
」
に
関
し
て
、

大
井
町
に
お
け
る
課
税
事
務
、
社
会
保
険
料

の
賦
課
事
務
等
の
処
理
の
現
状
を
踏
ま
え
、

意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

間
宮
常
任
理
事
は
は
じ
め
に
、
税
務
行

政
に
つ
い
て
、
正
確
な
課
税
事
務
を
行
う
た

め
、
最
新
の
住
民
情
報
に
基
づ
き
9
0
0
0

人
近
い
個
人
住
民
税
納
税
義
務
者
の
名
寄

せ
・
突
合
を
労
力
を
か
け
て
行
っ
て
い
る
状

況
を
説
明
。
個
人
住
民
税
課
税
事
務
に
よ
り

収
集
し
、
電
子
的
に
入
力
し
た
所
得
状
況
等

の
デ
ー
タ
を
、
そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
の
額
の
算
定
や
軽
減
等
の
賦

課
事
務
に
も
活
用
し
て
い
る
と
述
べ
、
税
務

部
門
と
社
会
保
障
部
門
の
緊
密
な
連
携
な
し

に
適
正
な
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
番
号
制
度

を
利
用
す
る
範
囲
は
、
税
務
部
門
と
社
会
保

障
部
門
で
共
通
に
利
用
で
き
る
も
の
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
2
つ
の
分
野
で

共
通
番
号
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務

の
効
率
化
・
簡
素
化
の
進
展
や
利
子
所
得
の

把
握
も
容
易
に
な
る
と
述
べ
た
。
ま
た
税
務

署
と
の
連
携
を
考
慮
し
、
国
税
・
地
方
税
共

通
の
番
号
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
発

言
し
た
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に
は
、
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
事
務
の
迅
速
化
、
効
率
化
を

図
ら
れ
、
結
果
と
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
幅
広
い
行

政
分
野
で
利
用
で
き
る
も
の
へ
発
展
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

ま
た
、
使
用
す
る
番
号
は
、
出
生
時
に

付
与
さ
れ
た
統
一
番
号
で
あ
り
、
重
複
の
恐

れ
が
な
く
、
コ
ス
ト
面
で
も
有
利
な
住
民
票

コ
ー
ド
が
最
も
望
ま
し
い
と
表
明
し
た
。
最

後
に
、
社
会
保
障
と
税
制
を
通
じ
た
一
体
的

な
番
号
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
検
討

の
状
況
に
応
じ
、
節
目
、
節
目
で
町
村
の
意

見
を
聴
取
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

△渡邊常任理事 △間宮常任理事

間
宮
常
任
理
事
が
民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会
で
意
見

間
宮
常
任
理
事
が
民
主
党
税
制
改
正
Ｐ
Ｔ
総
会
で
意
見

渡
邊
常
任
理
事
が
民
主
党
地
域
主
権
調
査
会
総
会
で
意
見

渡
邊
常
任
理
事
が
民
主
党
地
域
主
権
調
査
会
総
会
で
意
見
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東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
・
前
学
長

進 

士
　
五 

十 

八

多
様
性
社
会
で
の
農
山
村

国
際
生
物
多
様
性
年
は

新
時
代
の
幕
開
け

名
古
屋
市
の
国
際
会
議
場
と
そ
の
周
辺

の
交
流
フ
ェ
ア
会
場
の
賑
わ
い
は
、日
本
の

不
景
気
風
を
吹
き
と
ば
す
勢
い
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
、
生
物
多
様
性
条
約
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
、
締
約
国
会
議
第
十
回
。
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
の
マ
ス
コ
ミ
は
正
に
生
物
多
様
性

で
盛
り
あ
が
っ
た
一
瞬
で
あ
っ
た
。
各
国

代
表
や
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
、
研
究
者
、

そ
し
て
何
よ
り
も
市
民
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
姿
が
多

い
。
企
業
や
自
治
体
、
大
学
の
テ
ン
ト
も

た
く
さ
ん
で
て
い
て
、
生
物
多
様
性
へ
の

危
機
感
は
や
っ
と
本
物
に
な
っ
た
か
と
感

慨
深
い
。

私
自
身
も
環
境
省
の
『
里
地
里
山
保
全

活
用
行
動
計
画
』の
検
討
会
座
長
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
日
本
が
世
界
に
発
信
す
る

「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

へ
の
共
感
の
ひ
ろ
が
り
を
実
感
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
間
違
い
な
く
生
物
多
様
性
の
考

え
方
が
世
界
の
、
そ
し
て
政
治
、
経
済
、

社
会
の
基
調
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま

た
、
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
、
地
球
と
人
類

の
将
来
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ｐ
Ｏ
10
の
会
場
の
賑
わ
い

や
盛
り
上
り
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
の
と
り
あ
げ

た
話
題
の
広
が
り
だ
け
で
楽
観
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
世
論
調
査
で
は
〝
生

物
多
様
性
〞
の
言
葉
の
認
知
度
が
低
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
農
業
者
の
間
で
は
、
特

に
そ
の
傾
向
が
強
い
と
言
わ
れ
て
も
い
る
。

た
だ
私
は
思
う
。
お
よ
そ
、
日
常
語
と

は
言
い
難
い
〝
生
物
多
様
性
〞
な
ど
と
い

う
学
術
用
語
を
お
し
つ
け
た
り
、〝
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
〞
な
ど
と
わ
か
っ
た
よ
う
な

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
言
葉
を
使
お
う
と
す

る
専
門
家
の
側
こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

〝
生
き
も
の
に
ぎ
わ
い
〞、〝
た
く
さ
ん

の
生
き
物
の
生
命
の
つ
な
が
り
〞、
ま
た

〝
自
然
の
恵
み
〞
と
言
え
ば
、
誰
に
も
わ

か
る
。
ま
し
て
や
、日
々
農
業
の
現
場
で
、

太
陽
と
土
と
水
と
生
き
物
を
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
つ
き
あ
っ
て
い
る
農
山
村
の
人
た
ち

は
、理
屈
ぬ
き
に
、そ
の
大
切
さ
を
わ
か
っ

て
い
る
は
ず
だ
。

だ
か
ら
私
は
こ
う
考
え
る
。
今
年
、
二

〇
一
〇
年
の
国
際
生
物
多
様
性
年
は
、
多

く
の
国
民
、
市
民
に
と
っ
て
農
林
地
、
農

林
業
、
農
法
な
ど
の
あ
り
方
が
バ
イ
オ
ダ

イ
バ
シ
テ
ィ
を
左
右
す
る
最
大
の
要
因
で

あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
さ
せ
た
、
い
わ
ば

こ
れ
ま
で
都
市
で
完
結
し
て
い
た
都
市
民

た
ち
の
関
心
事
が
農
林
業
や
農
山
村
エ
リ

ア
に
大
き
く
拡
大
す
る
重
要
な
契
機
と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

一
方
、
農
業
関
係
者
や
農
政
を
扱
う
行

政
関
係
者
に
対
し
て
は
、
農
業
基
本
法
、

食
料
農
業
農
村
基
本
法
に
次
ぐ
第
三
の
変

革
、す
な
わ
ち
〝
生
物
多
様
性
保
全
農
業
〞

と
で
も
い
う
べ
き
、
新
し
い
農
法
を
全
国

土
で
展
開
す
べ
き
こ
と
を
深
く
考
え
さ
せ

る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
（
？
）。
否
、

重
要
な
契
機
と
す
べ
き
年
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

農
林
の
多
面
的
機
能
の
価
値

計
算
の
落
し
穴

二
〇
〇
一
年
、「
農
林
業
の
多
面
的
機

能
の
評
価
」
に
つ
い
て
日
本
学
術
会
議
が

視
点
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農
水
省
に
答
申
し
た
。
そ
の
折
、
ワ
ー
キ

ン
グ
の
三
菱
総
研
が
「
多
面
的
機
能
の
代

替
財
の
現
在
価
格
に
よ
る
貨
幣
価
値
」
を

試
算
し
た
。
農
業
で
は
、
洪
水
防
止
機
能

な
ど
多
面
的
機
能
の
合
計
は
五
兆
五
千
億

円
／
年
。
林
業
で
は
、
地
表
面
侵
食
防
止

機
能
な
ど
多
面
的
機
能
の
合
計
は
四
七
兆

七
千
億
円
／
年
と
い
う
数
字
を
導
び
い
た
。

当
事
者
は
、
農
林
業
の
大
切
さ
を
国
民

に
理
解
さ
せ
、
そ
の
為
の
予
算
支
出
に
非

農
家
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
理
解
を
得
た
い
と

考
え
、学
術
会
議
に
委
託
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
私
は
「
農
林
」
の
も
っ
て
い

る
本
当
の
価
値
を
見
誤
ま
ら
せ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
。

ひ
と
つ
に
は
、
日
本
国
中
の
農
林
地
の

存
在
価
値
が
、
当
時
大
企
業
一
社
で
十
兆

円
を
売
上
げ
て
い
た
こ
と
と
比
較
し
て
、

五
三
兆
円
と
試
算
し
て
納
得
す
る
ほ
ど
関

係
者
自
体
が
農
林
の
意
味
を
過
小
評
価
し

て
い
る
点
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
多
面
的
と
は
言
え
、

六
〜
七
の
機
能
で
農
林
の
総
合
的
価
値
が

試
算
で
き
る
と
考
え
る
ほ
ど
、
科
学
的
合

理
主
義
で
安
易
に
農
業
農
村
の
価
値
や
意

義
を
矮
小
化
し
て
捉
え
て
し
ま
う
浅
薄
な

認
識
や
姿
勢
で
割
り
切
っ
て
い
る
点
。

共
に
、
こ
こ
に
農
業
、
農
学
関
係
者
の

内
向
き
の
気
弱
な
理
解
度
、
認
識
方
法
を

感
じ
て
し
ま
う
。

果
し
て
、
日
本
の
七
割
を
占
め
る
森
林

や
、国
土
の
四
割
を
占
め
る
里
地
里
山
が
、

国
家
国
民
に
と
っ
て
、
そ
の
程
度
の
存
在

で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

い
ま
改
め
て
生
物
多
様
性
が
叫
ば
れ
、

そ
の
切
り
札
が
「
農
林
次
第
」
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
に

は
、
近
代
科
学
の
要
素
還
元
型
の
矮
小
化

思
考
を
反
省
し
、「
農
」
の
現
代
的
意
義

を
も
っ
と
大
き
く
捉
え
る
発
想
が
必
要
で

あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、農
学
研
究
者
、農
政
関
係

者
に
お
い
て
最
も
鈍
く
、
む
し
ろ
大
都
市

な
ど
の
市
民
の
方
が
鋭
い
よ
う
に
思
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
会
場
で
出
会
っ
た
元
気
な
市

民
、そ
し
て
そ
う
い
う
市
民
と
連
携
し
て

元
気
溌
剌
の
農
民
の
皆
さ
ん
は
、
す
で
に

「
農
」
の
現
代
的
価
値
や
意
義
を
十
分
に

自
信
を
も
っ
て
行
動
し
て
お
ら
れ
る
。

地
球
社
会
の
持
続
性
は

〝
多
様
性
〞
か
ら

私
は
生
物
多
様
性
だ
け
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
地
球
の
持

続
性
に
は
、
自
然
・
社
会
・
文
化
の
そ
れ

ぞ
れ
に
〝
多
様
性
〞
が
強
く
求
め
ら
れ
る

と
思
う
。

結
論
を
書
く
。
自
然
的
環
境
の
持
続
性

に
は
「
生
物
多
様
性
」（
バ
イ
オ
ダ
イ
バ

シ
テ
ィ
）
が
、
社
会
的
環
境
の
持
続
性
に

は
「
生
活
多
様
性
」（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル　

ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
）
が
、
文
化
的
環
境
の
持

続
性
に
は
「
景
観
多
様
性
」（
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ　

ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
）
が
そ
れ
ぞ
れ

不
可
欠
で
あ
る
。

先
ず
は
、
バ
イ
オ
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
。

生
き
物
は
自
然
環
境
に
適
応
し
て
生
き

て
い
る
か
ら
、
自
然
環
境
の
多
様
性
を
保

持
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
。

熱
帯
雨
林
の
伐
採
や
砂
漠
化
は
地
球
環

境
の
多
様
性
を
失
わ
せ
て
い
る
し
、
都
市

開
発
、
埋
立
造
成
は
国
土
の
多
様
性
を
壊

し
て
い
る
。
都
市
の
中
の
高
密
高
度
化
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
色
の
自
然
の
無
い
地
域

環
境
を
つ
く
り
、
生
き
物
を
生
き
ら
れ
な

く
し
た
。
私
が
二
十
五
年
間
か
か
わ
っ
て

き
た
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
主
催
の
「
農
の
風

景
・
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
こ
の
大
都

市
東
京
の
中
に
も
「
農
」
的
な
土
地
と
風

景
を
保
全
す
る
こ
と
が
、
東
京
の
土
地
利

用
の
多
様
性
を
保
持
し
、
様
々
な
環
境
効

果
を
都
民
生
活
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

と
の
信
念
で
継
続
し
て
き
た
も
の
で
、
芋

畑
、
稲
田
、
茶
園
、
果
樹
園
な
ど
多
様
で

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
豊
か
な
風
景
を
保
全
し
て

撮影：伊藤信彦氏

進士　五十八（しんじ　いそや）
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ア時代の緑のまちづくり』（東京農大出版会）、『都
市になぜ農地が必要か』（実教出版）。
共編著『わが国農業・農村の再起』（農林統計
協会）、『実践ガイド田園自然再生・よみがえる自
然・生命・農・地域』（農文協）、『ルーラル・ラ
ンドスケープデザインの手法』（学芸出版社）ほ
か多数。
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論 説

と
農
民
の
連
携
や
対
流
等
々
、
か
な
り
の

勢
い
で
二
十
一
世
紀
生
活
の
主
流
化
に
向

か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
、
こ
こ
ま

で
述
べ
て
き
た
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ダ
イ

バ
シ
テ
ィ
」
の
文
明
史
的
必
然
だ
と
い
う

根
本
へ
の
理
解
を
持
た
ず
、
単
な
る
商
標

の
ひ
と
つ
と
い
う
考
え
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
た
め
に
、
真
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

ず
前
進
で
き
て
い
な
い
例
が
少
な
く
な
い

よ
う
に
思
う
。

高
度
の
工
業
製
品
に
よ
っ
て
地
球
社
会

を
お
お
い
尽
し
た
い
ま
、
元
来
、
生
き
物

と
し
て
の
人
間
は
、
も
は
や
水
と
緑
、
自

然
、
す
な
わ
ち
農
山
村
に
よ
っ
て
し
か
救

わ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
こ

う
し
た
考
え
方
に
共
感
す
る
国
民
が
着
実

に
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
民

が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
物
心
両
面
の
サ

ポ
ー
ト
、制
度
設
計
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ダ
イ
バ
シ

テ
ィ
。
前
述
の
ふ
た
つ
の
多
様
性
を
す
す

め
れ
ば
結
果
的
に
国
土
全
体
は
、
多
様
で

豊
か
な
景
観
に
仕
上
っ
て
い
く
は
ず
で
あ

る
。
た
だ
意
図
的
に
、
景
観
法
や
条
例
を

活
用
し
て
「
地
域
ら
し
さ
」
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
ひ
と
が
旅
を

す
る
の
は
、
日
常
と
は
異
っ
た
体
験
が
し

た
い
か
ら
で
あ
る
。
政
府
が
観
光
立
国
施

策
を
す
す
め
る
と
き
の
基
本
は
、
日
本
各

地
を
か
つ
て
の
三
百
諸
侯
の
時
代
以
上
に

「
景
観
多
様
性
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

る
は
ず
だ
。
各
地
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

生
業
な
ど
土
地
固
有
の
景
観
資
源
を
顕
在

化
し
、
訪
問
者
と
の
ふ
れ
あ
い
時
間
を
高

め
る
こ
と
。
そ
の
と
き
、
い
つ
で
も
都
市

生
活
で
得
ら
れ
な
い
空
間
、
景
観
、
体
験

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
意
識
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
〝
田
舎
〞
と
か

〝
田
園
〞
の
良
さ
は
、
二
流
、
三
流
の
都

市
を
目
指
す
態
度
か
ら
は
出
て
こ
な
い
、

と
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
が
審
査
委
員
長
で
今
年
八
回
目
を
実

施
し
た
「
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
都
市
民
と
の

連
携
で
活
発
化
し
て
お
り
、
如
何
に
多
く

の
市
民
が
自
然
は
も
と
よ
り
農
家
農
村
と

触
れ
あ
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
が
わ
か

る
。
農
村
の
受
入
体
制
や
都
市
と
の
つ
き

あ
い
方
は
『
実
践
ガ
イ
ド
・
田
園
自
然
再

生
―
―
よ
み
が
え
る
自
然
・
生
命
・
農
・

地
域
』（
㈳
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
企

画
、
農
文
協
、
二
〇
〇
九
）
を
み
て
ほ
し

い
。な

お
、
私
が
都
市
と
の
対
比
の
観
点
か

ら
「
農
業
農
村
の
意
義
と
景
観
の
魅
力
と

修
景
」
に
つ
い
て
書
い
た
『
わ
が
国
農
業

農
村
の
再
起
』（
熊
谷
宏
、
進
士
ら
、
農

林
統
計
協
会
、
二
〇
〇
九
）
や
そ
の
技
術

書
『
ル
ー
ラ
ル
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ

ザ
イ
ン
の
手
法
』（
進
士
ほ
か
、
学
芸
出

版
社
、
一
九
九
四
）
は
、
地
域
ら
し
さ
の

具
体
化
の
た
め
の
本
で
あ
る
。

い
る
。
そ
の
結
果
、
当
然
バ
イ
オ
ダ
イ
バ

シ
テ
ィ
は
も
と
よ
り
、
体
験
農
園
、
も
ぎ

と
り
果
樹
園
な
ど
で
都
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
を
支
え
、
没
個
性
的

な
大
都
市
の
地
域
景
観
を
個
性
化
し
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ　

ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

次
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ダ
イ
バ
シ

テ
ィ
に
つ
い
て
。

こ
れ
ま
で
は
、
都
市
生
活
と
い
う
と
都

心
で
働
き
近
郊
で
寝
る
。
働
く
と
い
う
こ

と
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と
で
し
か

な
か
っ
た
。
学
校
で
は
偏
差
値
第
一
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
働
き
方
、
学
び
方
、

ひ
と
の
生
き
方
さ
え
も
、
そ
の
時
代
社
会

の
規
範
が
あ
っ
て
誰
れ
も
が
同
じ
生
き
方

を
目
指
し
て
き
た
。

末
は
博
士
か
大
臣
か
、
か
ら
軍
人
、
企

業
戦
士
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
あ
る

べ
き
姿
が
統
一
的
で
あ
っ
た
の
だ
。
信
仰

や
文
化
面
で
も
同
じ
傾
向
が
つ
づ
く
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
問
題
も
一

神
教
的
人
生
観
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
世
界
的
な
メ
ジ
ャ
ー
金
融
資
本
に

支
配
さ
れ
た
、
ま
た
極
端
な
市
場
原
理
主

義
の
下
で
〝
お
金
第
一
〞
の
人
生
観
で
、

か
つ
て
儒
教
や
仏
教
的
人
生
で
静
か
に
安

定
し
、
持
続
的
で
あ
っ
た
社
会
を
形
成
し

て
い
た
ア
ジ
ア
人
も
す
っ
か
り
変
質
し
て

し
ま
っ
た
。
生
産
性
の
低
い
農
業
農
村
を

捨
て
、
工
業
と
情
報
産
業
と
都
市
に
走
っ

た
現
代
人
も
、
よ
う
や
く
そ
の
非
を
理
解

し
は
じ
め
て
い
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
自
ら

の
く
ら
し
方
、
生
き
方
を
チ
ョ
イ
ス
（
選

択
）
で
き
る
社
会
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル　

ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
の
あ
る
社
会
の
構
築
が
、

長
い
目
で
み
た
地
球
社
会
の
安
定
に
つ
な

が
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
き
た
。
私
の
近
著

『
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ラ
イ
フ
』（
小
学
館
、

二
〇
一
〇
）
は
、
そ
う
し
た
生
き
方
の
舞

台
は
、
都
心
か
ら
郊
外
、
農
山
漁
村
の
あ

ら
ゆ
る
国
土
、
地
方
に
あ
る
こ
と
を
具
体

的
に
解
説
、
計
画
論
も
提
示
し
て
い
る
。

そ
の
為
に
は
、
お
金
で
幸
福
に
な
る
と
い

う「
経
済
福
祉
」の
考
え
方
を
転
換
し「
環

境
福
祉
」
へ
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
自
然

豊
か
な
「
美
し
い
環
境
で
、
い
い
仲
間
た

ち
と
、
い
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
こ
そ

ハ
ッ
ピ
ー
だ
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

私
が
会
長
を
引
受
け
て
い
る
「
日
本
園
芸

福
祉
普
及
協
会
」
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
展

開
を
花
や
野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
活
動
。

全
国
で
数
千
名
の
会
員
が
人
生
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
生

き
方
で
あ
る
。
農
山
村
は
農
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
だ
け
で
な
い
。
食
や
健
康
、
越
後

妻
有
の
如
く
ア
ー
ト
ま
で
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す
る
大
き
な
舞
台
で

あ
る
。
後
は
、
そ
の
流
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
制
度
設
計
次
第
で
あ
る
。田
舎
ぐ
ら
し
、

デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
、
マ
ル
チ
ハ
ビ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
市
民
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新
成
長
戦
略
に
位
置
付
け

従
来
の
特
区
は
、
2
0
0
2
年
度
に
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
6
5
0
件
を
超
え
る

提
案
が
実
現
。
し
か
し
財
政
支
援
が
な
い

こ
と
か
ら
近
年
は
提
案
・
実
現
件
数
が
低

迷
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
問
題

を
解
決
で
き
る
総
合
特
区
制
度
の
創
設

は
、
政
府
が
6
月
18
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
新
成
長
戦
略
」
の
「
21
の
国
家
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

「
新
成
長
戦
略
」
で
は
、
第
2
章
の
基

本
方
針
で
、「
制
度
改
革
と
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
相
乗
的
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
政
策
・
事
業
を
重
視
す
る
。
特
に
潜

在
的
な
需
要
を
抑
え
て
い
る
ル
ー
ル
を
変

更
す
る
こ
と
（
規
制
・
制
度
の
改
革
、
総

合
特
区
の
創
設
等
）
は
極
め
て
重
要
」
と

明
記
。
さ
ら
に
第
3
章
の
観
光
立
国
・
地

域
活
性
化
戦
略
で
、「
こ
れ
か
ら
の
国
の

地
域
振
興
策
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
『
新
し
い

公
共
』
と
の
連
携
の
下
で
、
特
区
制
度
等

の
活
用
に
よ
り
、
地
方
の
『
創
造
力
』
と

『
文
化
力
』
の
芽
を
育
て
る
施
策
に
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

ま
た
、「
投
資
効
果
の
高
い
大
都
市
圏

の
空
港
、
港
湾
、
道
路
等
の
真
に
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
の
重
点
投
資
と
魅
力
向
上
の
た

め
の
拠
点
整
備
を
戦
略
的
に
進
め
、世
界
、

ア
ジ
ア
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
交
流
の
拠
点
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。「
こ
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
業

の
中
で
、特
区
制
度
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
等

の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
民
間
の
知
恵

と
資
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
」と
し
た
。

そ
の
上
で
、「
21
世
紀
の
日
本
の
復
活

に
向
け
た
21
の
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
つ
と
し
て
、「
地
域
の
責
任
あ

る
戦
略
、
民
間
の
知
恵
と
資
金
、
国
の
施

策
の
『
選
択
と
集
中
』
の
観
点
を
最
大
限

活
か
す
『
総
合
特
区
制
度
』
を
創
設
す
る
」

と
し
、「
具
体
的
に
は
①
我
が
国
全
体
の

成
長
を
牽
引
し
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の
競
争

優
位
性
を
持
ち
う
る
大
都
市
等
の
特
定
地

域
を
対
象
と
す
る
『
国
際
戦
略
総
合
特
区

（
仮
称
）』
を
設
け
、
我
が
国
経
済
の
成
長

エ
ン
ジ
ン
と
な
る
産
業
や
外
資
系
企
業
等

の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
規
制

の
特
例
措
置
及
び
税
制
・
財
政
・
金
融
上

の
支
援
措
置
等
を
総
合
的
に
盛
り
込
む
。

そ
の
際
、
法
人
税
等
の
措
置
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
②
全
国
で
展
開
す

る
『
地
域
活
性
化
総
合
特
区
（
仮
称
）』

で
は
、
地
域
の
知
恵
と
工
夫
を
最
大
限
活

か
す
規
制
の
特
例
措
置
及
び
税
制
・
財
政
・

金
融
上
の
支
援
措
置
等
、『
新
し
い
公
共
』

と
の
連
携
を
含
め
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

講
じ
る
」
と
盛
り
込
ん
だ
。

自
治
体
等
が
4
5
0
件
の
提
案

政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
今
年
7
月
20
日

か
ら
9
月
21
日
ま
で
、
制
度
設
計
を
行
う

た
め
の
具
体
的
な
規
制
の
特
例
措
置
や
税

制
・
財
政
・
金
融
上
の
支
援
措
置
の
ア
イ

デ
ア
を
地
方
自
治
体
等
か
ら
募
集
。
そ
の

結
果
、
延
べ
2
7
8
団
体
か
ら
計
4
5
0

件
の
提
案
（
う
ち
自
治
体
は
延
べ
1
5
2

政策解説

－政府、来年通常国会に法案提出－－政府、来年通常国会に法案提出－

財政支援も行う「総合特区」を
来年度創設へ
財政支援も行う「総合特区」を
来年度創設へ
財政支援も行う「総合特区」を
来年度創設へ

政
府
は
来
年
度
、「
総
合
特
区
」
制
度
を
創
設
す
る
。
従
来
の
構
造
改
革

特
区
は
財
政
支
援
が
な
い
た
め
近
年
の
提
案
数
等
の
低
迷
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
総
合
特
区
で
は
、
規
制
緩
和
と
同
時
に
財
政
支
援
な
ど
も
行
う
。
推
進

体
制
で
は
内
閣
に
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
地
域
活
性
化
推
進
本
部
（
仮

称
）
を
置
き
、
総
合
特
区
ご
と
に
自
治
体
と
関
係
省
庁
と
の
「
協
議
の
場
」

を
置
く
。
今
後
、
具
体
的
な
制
度
設
計
の
た
め
地
方
自
治
体
等
か
ら
募
集
し

て
い
た
提
案
を
踏
ま
え
、
検
討
を
本
格
化
。
総
合
特
区
法
案
等
を
来
年
の
通

常
国
会
に
提
出
す
る
方
針
だ
。
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団
体
が
3
2
7
件
）
が
あ
り
、内
訳
は
「
国

際
戦
略
総
合
特
区
（
仮
称
）」
が
92
件
で
、

「
地
域
活
性
化
総
合
特
区
（
仮
称
）」
が
3

5
8
件
。
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
、
規
制
の

特
例
措
置
や
税
制
・
財
政
・
金
融
上
の
支

援
措
置
の
提
案
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
訳
は
規
制
の
特
例
措
置
が
2
0
0
4

件
、財
政
上
の
支
援
措
置
が
1
6
7
7
件
、

税
制
上
の
支
援
措
置
が
1
0
8
5
件
な
ど

だ
っ
た
。

具
体
的
な
提
案
内
容
を
み
る
と
、
山
形

県
は
力
を
入
れ
る
有
機
Ｅ
Ｌ
（
エ
レ
ク
ト

ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
の
研
究
者
ら
の

在
留
期
間
延
長
や
法
人
税
軽
減
等
を
、
福

島
県
は
建
築
物
、
消
防
設
備
の
基
準
を
緩

和
す
る
「
里
・
山
い
き
い
き
総
合
特
区
」

や
農
地
転
用
の
手
続
を
簡
素
化
す
る
「
ふ

く
し
ま
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
特
区
」

な
ど
を
提
案
。
栃
木
県
は
、
良
質
な
水
や

豊
か
な
農
産
物
の
活
用
に
よ
り
食
品
産
業

や
農
業
な
ど
の
振
興
等
を
目
指
す
た
め
、

契
約
野
菜
安
定
供
給
事
業
の
生
産
者
負
担

金
の
最
大
半
減
や
食
品
関
連
企
業
の
研
究

費
に
対
す
る
法
人
税
の
控
除
率
引
下
げ
な

ど
を
求
め
た
ほ
か
、
小
水
力
や
太
陽
光
な

ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
普
及
に

よ
り
、
農
業
振
興
、
農
村
の
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
を
図
る
た
め
、
小
水
力
発
電
施

設
設
置
の
許
可
を
届
け
出
に
緩
和
す
る
こ

と
な
ど
を
提
案
し
た
。

埼
玉
県
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や

自
動
車
関
連
産
業
等
を
対
象
に
、
工
場
を

建
設
す
る
際
の
農
地
転
用
許
可
を
農
水
相

か
ら
知
事
に
権
限
移
譲
。
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
面
積
を
緑
地
面
積
と
み
な
す
こ

と
な
ど
を
、
静
岡
県
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
率
倍
増
を
目
指
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

装
置
の
研
究
開
発
・
設
備
投
資
に
対
す
る

税
制
優
遇
措
置
な
ど
を
提
案
。福
井
県
は
、

植
物
工
場
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を

進
め
る
た
め
、
法
人
税
に
か
か
る
租
税
特

別
措
置
の
対
象
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
追
加

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
九
州
7
県
と
経
済
界
な
ど
で
つ

く
る
九
州
観
光
推
進
機
構
は
、「
九
州
ア
ジ

ア
観
光
戦
略
特
区
」と
し
て
、外
国
人
観
光

客
の
条
件
付
き
ノ
ー
ビ
ザ
化
や
、
外
国
船

籍
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
限
り
日
本
領
海
内
で

の
カ
ジ
ノ
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
な
ど
を
、

京
都
市
は
ナ
ラ
枯
れ
し
た
木
々
を
私
有
地

で
あ
っ
て
も
市
長
の
権
限
で
伐
採
が
即
時

に
で
き
る
規
制
緩
和
な
ど
を
提
案
し
た
。

特
区
ご
と
に
「
協
議
の
場
」

政
府
は
こ
れ
を
踏
ま
え
今
後
、
今
年
10

月
に
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
の
下
に
設
置

し
た「
総
合
特
区
制
度
、『
環
境
未
来
都
市
』

構
想
に
関
す
る
会
議
」（
議
長
・
片
山
善

博
地
域
活
性
化
担
当
相
）
で
、
成
長
戦
略

の
推
進
の
た
め
、
優
先
的
に
検
討
に
着
手

す
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
各
省
と
協
議
・

調
整
。
12
月
に
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
に

対
応
・
調
整
状
況
を
報
告
し
、協
議
が
調
っ

た
も
の
は
総
合
特
区
法
案
や
同
法
に
基
づ

く
基
本
方
針
に
反
映
さ
せ
る
考
え
。
片
山

担
当
相
が
10
月
の
新
成
長
戦
略
実
現
会
議

で
提
出
・
説
明
し
た
「
総
合
特
区
制
度
に

つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
政
府
は
総
合
特
区

制
度
の
推
進
体
制
と
し
て
、
地
域
活
性
化

の
推
進
等
に
必
要
な
施
策
を
集
中
的
か
つ

一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
内
閣
に
全
閣

僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
地
域
活
性
化
推
進

本
部
（
仮
称
、
本
部
長
・
内
閣
総
理
大
臣
）

を
設
置
。
ま
た
、
関
係
府
省
と
の
所
要
の

調
整
を
行
い
、
地
域
か
ら
の
提
案
に
対
す

る
対
応
方
針
の
案
等
を
策
定
す
る
た
め
、

本
部
の
下
に
、
副
大
臣
・
政
務
官
レ
ベ
ル

の
総
合
特
区
推
進
Ｗ
Ｇ
（
仮
称
、
座
長
・

総
合
特
区
担
当
副
大
臣
）
を
置
く
。

さ
ら
に
、
総
合
特
区
ご
と
に
、
法
に
基

づ
き
自
治
体
な
ど
総
合
特
区
の
実
施
主
体

と
、
関
係
省
庁
と
の
「
協
議
の
場
」
を
設

置
。
国
と
地
域
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
規
制
・
制
度
改
革
や
支
援
措
置
に

つ
い
て
協
議
・
改
善
等
を
行
う
。

総
合
特
区
の
趣
旨
や
要
件
、
総
合
的
な

支
援
の
あ
り
方
を
盛
り
込
む
基
本
方
針
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
推
進
本
部
で
案

を
作
成
の
上
、
閣
議
決
定
。
総
合
特
区
の

指
定
は
、
要
件
を
満
た
す
国
と
し
て
推
進

す
べ
き
提
案
を
、
総
合
特
区
推
進
Ｗ
Ｇ
に

お
け
る
検
討
、
調
整
を
経
て
、
地
域
活
性

化
推
進
本
部
で
指
定
す
る
。
指
定
要
件
に

は
①
包
括
的
・
戦
略
的
な
政
策
課
題
の
設

定
と
解
決
策
の
提
示
が
あ
る
こ
と
②
成
長

分
野
の
活
性
化
や
地
域
の
活
性
化
と
い
っ

た
目
的
に
対
し
有
効
で
、
我
が
国
の
成
長

に
資
す
る
新
し
い
分
野
を
切
り
開
く
な
ど

先
駆
的
な
取
組
み
で
あ
り
、
一
定
の
熟
度

を
有
す
る
こ
と
③
地
方
税
の
減
免
や
地
域

独
自
の
補
助
金
、
住
民
負
担
を
伴
う
規
制

強
化
な
ど
、
地
域
の
「
本
気
度
」
を
示
す

責
任
あ
る
関
与
が
あ
る
こ
と
―
な
ど
を
列

挙
。
な
お
、
総
合
特
区
の
指
定
を
受
け
た

自
治
体
な
ど
の
実
施
主
体
は
、
実
施
計
画

案
を
作
成
、
総
理
大
臣
が
認
定
す
る
。

政
府
は
総
合
特
区
制
度
の
創
設
に
向
け

て
既
に
予
算
・
税
制
改
正
を
要
求
中
。
内

閣
府
は
総
合
特
区
推
進
調
整
費
や
総
合
特

区
支
援
利
子
補
給
金
と
し
て
来
年
度
予
算

概
算
要
求
に
8
2
3
億
円
を
要
求
。
税
制

改
正
で
は
、
国
際
戦
略
総
合
特
区
に
お
け

る
税
制
上
の
特
例
措
置
と
し
て
、
投
資
税

額
控
除
や
特
別
償
却
制
度
、
事
業
の
課
税

所
得
控
除
制
度
の
創
設
を
求
め
た
ほ
か
、

国
際
戦
略
総
合
特
区
・
地
域
活
性
化
総
合

特
区
で
の
税
制
特
例
措
置
と
し
て
地
域
戦

略
推
進
を
担
う
事
業
者
に
対
す
る
出
資
に

つ
い
て
の
所
得
控
除
制
度
の
創
設
な
ど
を

要
求
し
て
い
る
。
政
府
は
法
律
・
予
算
が

成
立
す
れ
ば
来
年
度
か
ら
、
総
合
特
区
の

提
案
を
募
集
。
夏
〜
秋
ご
ろ
指
定
し
て
い

く
方
針
。
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村
は
こ
の
ほ
ど
、
水
道
水
源
保
護
条
例
を

制
定
し
た
。
良
好
な
水
環
境
を
現
在
か
ら
将

来
の
世
代
が
享
受
で
き
る
よ
う
維
持
保
全

し
、
将
来
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
理
念
。
村
長

の
諮
問
機
関
「
水
道
水
源
保
護
審
議
会
」
の

設
置
に
係
る
一
部
施
行
、周
知
期
間
を
経
て
、

平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

条
例
の
主
な
特
徴
は
、
①
「
地
下
水
採
取

規
制
区
域
」
を
指
定
し
て
地
下
水
を
保
全
②

「
水
道
水
源
保
護
水
域
」
を
指
定
し
て
、
区

域
内
に
有
害
物
質
を
含
む
排
出
水
が
排
出
さ

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
活
動
に
対
し
て

「
水
道
水
源
保
護
協
定
」
を
締
結
し
、
水
源

水
質
を
保
全
③
条
例
遵
守
を
怠
り
改
善
勧
告

ま
た
は
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
や
水
道

水
源
保
護
協
定
に
違
反
し
た
と
き
は
水
道
水

源
保
護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
公
表

―
な
ど
。「
地
下
水
採
取
規
制
区
域
」
や
「
水

道
水
源
保
護
水
域
」
な
ど
の
条
例
適
用
地
区

の
指
定
等
は
、
水
道
水
源
保
護
審
議
会
に

諮
っ
て
定
め
て
い
く
。

村
の
水
道
は
主
に
岩
手
山
麓
の
豊
富
で
良

質
な
地
下
水
を
水
源
と
し
、
水
需
要
量
の
お

よ
そ
8
割
を
こ
の
地
下
水
で
賄
う
。
地
下
水

の
一
部
で
水
道
Ｐ
Ｒ
用
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

作
製
し
、
見
学
者
な
ど
に
提
供
し
て
い
る
ほ

か
、
村
の
茶
道
協
会
が
催
す
お
茶
会
な
ど
で

も
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

村
は
こ
の
ほ
ど
、「
安
曇
野
松
川
村
す
ず

む
し
保
護
条
例
」を
施
行
し
た
。
同
条
例
は
、

す
ず
む
し
の
保
護
を
村
の
豊
か
な
自
然
環
境

と
田
園
景
観
の
保
全
に
つ
な
げ
、
全
国
に
誇

る
「
す
ず
む
し
の
里
」
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
。
9
月
議
会
で
全
会
一
致

で
採
決
さ
れ
、
9
月
8
日
に
公
布
・
施
行
し

た
。条

例
は
、
村
内
全
域
を
す
ず
む
し
の
保
護

区
域
に
規
定
。
土
地
改
良
事
業
等
を
実
施
す

る
場
合
は
「
す
ず
む
し
の
生
息
環
境
に
配
慮

し
た
工
法
に
務
め
る
」
よ
う
求
め
た
ほ
か
、

村
長
が
認
め
た
場
合
以
外
の
「
す
ず
む
し
の

捕
獲
を
禁
止
」
す
る
と
し
た
。

村
は
す
ず
む
し
が
数
多
く
生
息
す
る
「
す

ず
む
し
の
里
」
と
し
て
、
2
0
0
6
年
に
鈴

虫
を
村
の
特
別
シ
ン
ボ
ル
に
指
定
。
村
民
有

志
が
村
お
こ
し
の
た
め
に
始
め
た
全
国
に
す

ず
む
し
を
宅
配
す
る
「
す
ず
む
し
小
包
便
」

事
業
の
ほ
か
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
リ
ン
リ
ン
ち
ゃ
ん
＆
り
ん
太
君
」

や
村
産
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
鈴
ひ
か
り
」、多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
の
「
す
ず
の
音
ホ
ー
ル
」、

村
営
温
泉
施
設
の
「
す
ず
む
し
荘
」
な
ど
す

ず
む
し
に
ち
な
ん
だ
名
称
も
多
く
あ
る
。

町
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組
み
の

一
環
と
し
て
町
有
林
整
備
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2

吸
収
量
を
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
企
業
等
に
販
売
す

る
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
を
始
め

た
。
近
く
、
民
間
企
業
と
調
印
す
る
。

同
制
度
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
や

間
伐
等
の
森
林
管
理
で
実
現
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
を
、
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
（
Ｃ
Ｏ
2
の
相
殺
）
に
用
い
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
。
Ｃ
Ｏ
2
排
出
企

業
等
は
、
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
で
削
減
し

き
れ
な
か
っ
た
Ｃ
Ｏ
2
削
減
量
を
埋
め
合
わ

せ
る
。
町
の
面
積
の
93
％
は
森
林
で
、
町
が

所
有
す
る
森
林
1
、
5
9
7
㌶
の
う
ち
98
年

以
降
に
間
伐
し
た
人
工
林
を
「
森
林
管
理
等

に
よ
る
吸
収
量
」
と
し
て
申
請
、
08
・
09
年

度
分
と
し
て
2
、
3
8
9
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
2
吸

収
量
の
認
証
を
受
け
た
。
な
お
、
町
で
は
、

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
は
「
大
台
町

自
然
と
の
共
生
基
金
」
に
積
立
て
、
森
林
の

適
正
管
理
や
環
境
保
全
を
担
う
集
落
の
活
性

化
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
、
地
域
の
グ

ル
ー
プ
活
動
や
人
材
育
成
に
役
立
て
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

町
は
、「
子
育
て
応
援
補
助
金
」
な
ど
の

特
典
付
き
住
宅
分
譲
地
を
販
売
中
だ
。「
矢

掛
町
移
住
計
画
」
の
一
環
で
、
水
道
加
入
負

担
金
な
ど
も
免
除
す
る
。

販
売
し
て
い
る
の
は「
本
堀
住
宅
分
譲
地
」

の
四
区
画
。
面
積
62
〜
73
坪
、
価
格
は
4
3

4
〜
4
9
6
万
円
で
、
町
の
土
地
開
発
公
社

が
整
備
。
宅
地
取
得
か
ら
1
年
以
内
に
住
宅

を
建
て
る
な
ど
が
条
件
。「
子
育
て
応
援
補

助
金
」
は
、
0
才
〜
小
学
6
年
生
ま
で
の
子

供
が
い
る
購
入
者
に
購
入
価
格
の
1
割
を
補

助
す
る
。
併
せ
て
、①
水
道
加
入
負
担
金（
8

万
4
、
0
0
0
円
）
②
公
共
下
水
道
の
受
益

者
負
担
（
28
万
円
）
―
を
公
社
が
負
担
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
矢
掛
放
送
の
加
入
金
補
助
（
5

万
2
、
5
0
0
円
）、
太
陽
光
発
電
設
置
補

助
金
（
Ｋ
Ｗ
当
た
り
7
万
円
）
の
特
典
も
あ

る
。
既
に
「
山
田
小
学
校
前
分
譲
地
」
6
区

画
も
同
様
の
「
特
典
」
で
販
売
、
3
区
画
が

売
約
済
み
で
、
2
世
帯
が
町
外
か
ら
の
購
入

だ
っ
た
。

町
で
は
、こ
の
ほ
か
「
矢
掛
町
移
住
計
画
」

と
し
て
、
町
内
に
あ
る
「
空
き
家
・
空
き
地
・

空
き
農
地
」
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
て
い
る
。

3
町
は
こ
の
ほ
ど
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
「
住
民

情
報
」や「
財
務
会
計
」な
ど
基
幹
業
務
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
3
町
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
、
福
岡
市
に
本
社
が
あ
る
㈱
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

提
供
す
る
も
の
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
呼

ば
れ
、
総
務
省
も
自
治
体
へ
の
導
入
を
推
進

し
て
い
る
。

両
社
に
よ
る
と
、
従
来
、
複
数
の
自
治
体

が
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
す
る
場
合
、

構
成
自
治
体
の
独
自
仕
様
で
大
幅
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
シ
ス
テ
ム
を
自
庁
内
ま
た
は

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
形
態
が
主
流

で
、
後
か
ら
他
の
自
治
体
が
参
加
す
る
の
は

困
難
だ
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
を
可
能
な
限
り
限
定
す
る
と
と
も

に
、
標
準
化
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
基

盤
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
同
県
内
の
自
治

体
の
段
階
的
な
参
加
が
行
い
や
す
く
な
る
と

い
う
。

今
回
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
よ
り
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
見
直
し
・
標
準
化
を
実
現
。
さ
ら

に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

基
幹
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
約
40
％
削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

岡
山
県
矢や

掛か
げ

町ち
ょ
う

「
子
育
て
応
援
補
助
金
」付
き

分
譲
地
販
売

福
岡
県
宇う

美み

町ま
ち

・
志し

免め

町ま
ち

・
須す

恵え

町ま
ち

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
由
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

三
重
県
大お

お

台だ
い

町ち
ょ
う

オ
フ
セ
ッ
ト
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
を
開
始

岩
手
県
滝た

き

沢ざ
わ

村む
ら

水
道
水
源
保
護
条
例
を
制
定

長
野
県
松ま

つ

川か
わ

村む
ら

す
ず
む
し
保
護
条
例
を
制
定
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事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅
の
火
災

に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同
組
合
法
に

準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事

業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済
負

担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り

自
動
車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開

始
以
来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同

互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一
五
、
〇
九

二
人
（
七
・
八
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二
、

三
七
〇
件
（
二
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
二
、
〇
九
九
万
余
円
（
一
・
五
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
二
一
一
件
（
〇
・
七
％
）
の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
四
万
余
円
の
増
と
な
っ

た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

二
、
八
五
三
台
（
一
・
三
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
八
、
九
五
〇
万
余
円
（
一
・
六
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済
金
の
支

払
は
、
火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
二
九
八
件

（
五
二
・
〇
％
）
の
減

と
な
り
、
共
済
金
合
計

に
お
い
て
も
一
億
四
、

四
二
五
万
余
円（
二
六
・

四
％
）の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約

共
済
金
の
給
付
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
三
件

（
五
・
九
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
は
四
、
六
八
五

万
余
円
（
一
四
三
・

〇
％
）の
増
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金

の
給
付
件
数
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
五
七
件
に

比
し
一
六
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
一
三
七
万
余
円

の
給
付
が
あ
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

一
一
二
件
（
一
・
四
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
は
四
七
四
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
の
増

と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二

三
％
程
度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
二
二
％
程
度
、

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

表 1　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成21年度 177,677人 17,246,860口 1,724,686,040円 
平成20年度 192,769　 18,588,740　 1,858,874,020　 
比 較 増 減 △ 15,092　 △ 1,341,880　 △ 134,187,980　
増   減   率 △ 7.8% △ 7.2% △ 7.2%
平成19年度 195,129　 18,784,416　 1,878,441,680　 
平成18年度 198,056　 19,117,379　 1,911,737,920　 
（注）△印は減を示す。
 　　 出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

733,240円を含む。

表 2　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成21年度 99,727件 22,934,524口 1,378,430,210円 
平成20年度 102,097　 23,302,186　 1,399,427,430　 
比 較 増 減 △ 2,370　 △ 367,662　 △ 20,997,220　
増   減   率 △ 2.3% △ 1.6% △ 1.5%
平成19年度 104,510　 23,626,516　 1,419,510,090　 
平成18年度 107,114　 23,951,638　 1,440,040,750　 
（注）△印は減を示す。

表 3　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成21年度 28,339件 6,337,008口 317,368,610円 
平成20年度 28,550　 6,330,867　 317,321,670　 
比 較 増 減 △ 211　 6,141　 46,940　
増   減   率 △ 0.7% 0.1% 0.0%
平成19年度 28,728　 6,303,344　 315,935,670　 
平成18年度 28,859　 6,263,384　 313,905,670　 
（注）△印は減を示す。

表 4　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平成21年度 209,041台 5,662,001,500円 
平成20年度 211,894　 5,751,511,310　 
比 較 増 減 △ 2,853　 △ 89,509,810　
増   減   率 △ 1.3% △ 1.6%
平成19年度 214,286　 5,401,115,700　 
平成18年度 217,211　 5,514,356,940　 
（注）△印は減を示す。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
一
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の

規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
一
年
度

表 5　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 275件 350,616,756円 275件 39,263,408円 119件 11,583,708円 4件 1,000,711円 402,464,583円 29.2％
平成20年度 573　 484,116,949　 573　 47,977,490　 249　 13,849,409　 4　 775,000　 546,718,848　 39.1　
比 較 増 減△ 298　△ 133,500,193　 △ 298　 △ 8,714,082　△ 130　 △ 2,265,701　 0　 225,711　 △ 144,254,265　 △ 9.9　
増   減   率 △ 52.0% △ 27.6% △ 52.0% △ 18.2%△ 52.2% △ 16.4% 0.0% 29.1% △ 26.4% －　
平成19年度 505　 386,695,931　 505　 38,042,374　 174　 8,168,607　 3　 1,007,500　 433,914,412　 30.6　
平成18年度 618　 530,736,371　 619　 50,368,210　 262　 14,175,305　 6　 1,038,360　 596,318,246　 41.4　
（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特 約 共 済 金 臨 時 費 用 共 済 金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 48件 70,096,543円 48件 8,459,499円 25件 1,071,699円 79,627,741円 25.1％ 
平成20年度 51　 27,720,432　 51　 4,158,084　 38　 896,160　 32,774,676　 10.3　 
比 較 増 減 △ 3　 42,376,111　 △ 3　 4,301,415　 △ 13　 175,539　 46,853,065　 14.8　
増   減   率 △ 5.9％ 152.9％ △ 5.9％ 103.4％ △ 34.2％ 19.6％ 143.0％ －　
平成19年度 65　 68,343,475　 65　 10,251,551　 31　 1,407,130　 80,002,156　 25.3　
平成18年度 146　 124,378,465　 146　 17,969,491　 86　 3,204,291　 145,552,247　 46.4　
（注）△印は減を示す。
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活 動

自
動
車
共
済
が
一
九
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

1
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
共
済
契
約
の
な
い
組
合
員

の
整
理
を
実
施
（
約
一
二
、
〇
〇
〇
人
脱
退
）
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
末
現
在
の
組
合
員

数
は
一
七
七
、
六
七
七
人
で
前
年
度
に
比
し
一
五
、

〇
九
二
人
（
七
・
八
％
）
減
少
し
た
。
ま
た
、
出
資

金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
し
一
億
三
、
四
一
八

万
余
円
（
七
・
二
％
）
減
の
一
七
億
二
、
四
六
八
万

余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
年
度
に
お
け
る
割
戻
金

の
一
部
を
出
資
金
に
充
当
し
た
額
は
一
、
七
八
三
万

余
円
と
な
っ
た
。

2
、
共
済
契
約
状
況

⑴
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数
は
九
九
、
七
二
七
件

で
前
年
度
に
比
し
二
、
三
七
〇
件

（
二
・
三
％
）
減
少
し
、
契
約
口

数
も
三
六
七
、
六
六
二
口
（
一
・

六
％
）
減
少
し
た
。
共
済
掛
金
は

一
三
億
七
、
八
四
三
万
余
円
で
、

前
年
度
よ
り
二
、
〇
九
九
万
余
円

（
一
・
五
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
件
当
り
平

均
口
数
は
二
二
九
口
（
二
、
二
九
〇
万
円
）
と
な
り

前
年
度
よ
り
一
口
（
十
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
八
、
三
三
九
件
で
前
年
度
に

比
し
二
一
一
件
（
〇
・
七
％
）
減
少
し
た
。
特
約
共

済
掛
金
は
、
三
億
一
、
七
三
六
万
余
円
で
前
年
度
よ

り
四
万
余
円
の
増
と
な
っ
た
。
な
お
、
火
災
共
済
契

約
件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数
の
割
合
は
二
八
・

四
％
で
あ
っ
た
。

⑵
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
〇
九
、
〇
四
一
台
と
前
年
度
に
比

し
二
、
八
五
三
台
（
一
・
三
％
）
減
少
し

た
。
共
済
掛
金
は
五
六
億
六
、
二
〇
〇
万

余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
八
、
九
五
〇

万
余
円
（
一
・
六
％
）
減
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二

七
、
〇
八
五
円
と
な
っ
た
。

3
、
共
済
事
故
状
況

⑴
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で
二
九
八
件

（
五
二
・
〇
％
）
減
の
二
七
五
件
、
臨
時
費
用
共
済

金
で
二
九
八
件
（
五
二
・
〇
％
）
減
の
二
七
五
件
、

残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
一
三
〇
件
（
五
二・

二
％
）
減
の
一
一
九
件
、
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
で

は
昨
年
と
同
じ
四
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前

年
度
に
比
し
一
億
四
、四
二
五
万
余
円
（
二
六
・
四
％
）

減
の
四
億
二
四
六
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
前
年

度
よ
り
九
・
九
ポ
イ
ン
ト
低
い
二
九
・
二
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
一
億
六
、
一
一
〇
万
余
円
の
火
災
共
済
支
払
備

金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と

な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済
金
で
三
件

（
五
・
九
％
）
減
の
四
八
件
、
臨
時
費
用
共
済
金
で

三
件
（
五
・
九
％
）
減
の
四
八
件
、
残
存
物
取
片
づ

け
費
用
共
済
金
で
一
三
件
（
三
四
・
二
％
）
減
の
二

五
件
と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し
四
、

六
八
五
万
余
円
（
一
四
三
・
〇
％
）
増
の
七
、
九
六

二
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り

一
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
高
い
二
五
・
一
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
三
、
二
〇
七
万
余
円
の
風
水
雪
害
特
約
共
済
支

払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に
繰
越
す
こ

と
と
な
っ
た
。

③
見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
四
一
件
減
の
一
六
件
、
見
舞

金
額
で
九
三
五
万
円
減
の
一
三
七
万
余
円
と
な
っ
た
。

⑵
自
動
車
共
済
事
業

ア
共
済
金

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償
で
一
六
二

件
（
二
・
二
％
）
減
の
七
、
一
九
七
件
、
対
人
賠
償

で
は
五
〇
件
（
六
・
二
％
）
増
の
八
五
一
件
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
し
対
物

賠
償
で
二
、
五
九
四
万
余
円
（
一
・
八
％
）
減
の
一

三
億
九
、
三
六
四
万
余
円
、
対
人
賠
償
に
お
い
て
は

三
、
〇
六
八
万
余
円
（
五
・
一
％
）
増
の
六
億
三
、

三
一
二
万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年
度

に
比
し
四
七
四
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
増
の
二
〇
億

二
、
六
七
六
万
余
円
と
な
っ
た
。
損
害
率
は
全
体
で

前
年
度
よ
り
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
三
五
・
八
％
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
事
故
の
う
ち
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額
と
し

て
、
一
三
億
三
、
四
五
七
万
円
の
自
動
車
共
済
支
払

備
金
を
計
上
し
、
平
成
二
十
二
年
度
へ
繰
越
す
こ
と

と
な
っ
た
。

イ
臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
二
件
（
三
・

八
％
）
増
の
五
五
件
、
死
亡
は
四
件
（
五
七
・
一
％
）

増
の
一
一
件
と
な
っ
た
。
ま
た
臨
時
費
用
の
金
額
は

傷
害
で
六
万
円
（
三
・
八
％
）
増
の
一
六
五
万
円
、

死
亡
は
四
七
万
円
（
七
四
・
六
％
）
増
の
一
一
〇
万

円
と
な
り
、
臨
時
費
用
の
合
計
は
、
前
年
度
に
比
し

五
三
万
円
（
二
三
・
九
％
）
増
の
二
七
五
万
円
と
な
っ

た
。

表 7　見舞金支払状況
区　分 件　数 見舞金 一件当りの見舞金

平成21年度 16件 1,378,000円 86,125円
平成20年度 57　 10,731,000　 188,263　
比 較 増 減 △ 41　 △ 9,353,000　 △ 102,138　
増   減   率 △ 71.9％ △ 87.2％ △ 54.3％
平成19年度 221　 50,302,000　 227,611　
平成18年度 56　 14,664,000　 261,857　
（注）△印は減を示す。

表 8　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成21年度 7,197件 1,393,641,029円 851件 633,128,188円 8,048件 2,026,769,217円 35.8％
平成20年度 7,359　 1,419,582,809　 801　 602,441,943　 8,160　 2,022,024,752　 35.2　
比 較 増 減 △ 162　 △ 25,941,780　 50　 30,686,245　 △ 112　 4,744,465　 0.6　
増   減   率 △ 2.2％ △ 1.8％ 6.2％ 5.1％ △ 1.4％ 0.2％ －　
平成19年度 7,314　 1,457,292,860　 785　 1,085,223,395　 8,099　 2,542,516,255　 47.1　
平成18年度 8,294　 1,589,593,286　 884　 1,110,898,804　 9,178　 2,700,492,090　 49.0　
（注）△印は減を示す。

表 9　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

平成21年度 55件 1,650,000円 11件 1,100,000円 66件 2,750,000円
平成20年度 53　 1,590,000　 7　 630,000　 60　 2,220,000　
比 較 増 減 2　 60,000　 4　 470,000　 6　 530,000　
増   減   率 3.8％ 3.8％ 57.1％ 74.6％ 10.0％ 23.9％
平成19年度 67　 2,010,000　 9　 900,000　 76　 2,910,000　
平成18年度 173　 5,290,000　 27　 2,710,000　 200　 8,000,000　

表10 
貸借対照表 平成22年３月31日現在 損益計算書 自：平成21年４月１日

（単位：千円） 至：平成22年３月31日

資
産

１. 流動資産 23,380,324 （単位：千円）
　　　  預金 7,965,986 

収
入

１. 共済掛金 7,357,800 
　　　  有価証券 14,396,426 ２. 共済契約準備金戻入 5,928,464 
　　　  その他 1,017,910 　　　 支払備金戻入 1,138,314 
２. 固定資産 216,152 　　　 責任準備金戻入 4,790,150 

合　　計 23,596,476 ３. 資産運用収益 235,981 

負
債
・
純
資
産

１. 共済契約準備金 12,623,582 ４. 雑収入 16,375 
　　　 支払備金 1,527,743 合　　計 13,538,620 
　　　 責任準備金 11,095,839 

支
出

１. 支払共済金 2,508,861 
２. 流動負債 505,963 ２. 見舞金等 4,128 
　　　 負債計 13,129,546 ３. 管理費及び諸経費 2,421,354 
１. 出資金 1,723,952 ４. 共済契約準備金繰入 6,342,558 
２. 法定準備金 5,517,825 　　　 支払備金繰入 1,527,743 
３. 地震等災害見舞金積立金 1,153,532 　　　 責任準備金繰入 4,814,815 
４. 当期未処分剰余金 2,071,619 合　　計 11,276,901 
（うち当期剰余金） （1,947,219） 経常剰余金 2,261,719 
　　　　  純資産計 10,466,930 法人税等 314,500 

合　　計 23,596,476 当期剰余金 1,947,219 
（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
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随 想

南
小
国
町
は
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
阿
蘇

山
の
北
に
位
置
す
る
人
口
4
、
6
0
0
人

余
り
の
山
間
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
瀬
の

本
高
原
や
近
年
話
題
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
押
し
戸
石
の
丘
な
ど
自
然
景
観
が
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
が
多
く
、「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
し
活
動
し
て
い

る
。町

民
の
性
格
は
至
っ
て
お
と
な
し
く
他

人
に
も
や
さ
し
い
人
が
多
い
が
、
中
に
は

熊
本
県
人
ら
し
く
「
肥
後
も
っ
こ
す
」（
頑

固
者
）
も
何
人
か
は
い
る
。

元
々
農
畜
産
と
林
業
の
町
で
あ
っ
た

が
、
近
年
は
露
天
風
呂
め
ぐ
り
で
有
名
に

な
っ
た
黒
川
温
泉
や
小
田
温
泉
な
ど
の
温

泉
入
浴
客
や
小
国
郷
そ
ば
街
道
に
お
蕎
麦

を
食
べ
に
来
て
頂
く
お
客
様
が
大
変
多
く

な
り
観
光
の
町
と
し
て
の
顔
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
毎
年
、金
婚（
結
婚
後
50
年
）、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
年
）
夫
婦
の
表
彰

を
し
て
い
る
が
、
先
日
、
町
で
初
め
て
の

プ
ラ
チ
ナ
婚
夫
婦
の
表
彰
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
他
地
域
で
は
結
婚
後
65
年
や
70

年
で
祝
う
所
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
町
で

は
75
年
で
祝
う
こ
と
に
し
て
い
る
。当
然
、

お
二
人
と
も
1
0
0
歳
近
く
で
少
し
耳
は

遠
い
が
自
宅
で
息
子
さ
ん
夫
婦
（
金
婚
）

と
生
活
し
て
お
ら
れ
、
時
々
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
行
く
く
ら
い
で
非
常
に
元
気
が
良

い
。
特
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ほ
う
が
よ
く

し
ゃ
べ
る
し
、
老
人
演
芸
会
な
ど
で
歌
い

だ
す
と
も
う
止
ま
ら
な
い
く
ら
い
溌
剌
と

し
て
い
る
。
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、

昔
の
町
長
は
自
宅
前
の
道
を
改
修
し
て
欲

し
い
と
要
望
す
れ
ば
す
ぐ
に
し
て
く
れ
た

が
、
今
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
私
に
対

す
る
苦
言
も
い
た
だ
い
た
。
な
る
ほ
ど
1

0
0
歳
近
い
先
輩
か
ら
言
わ
れ
る
と
重
み

が
あ
り
骨
身
に
沁
み
る
。
昨
今
の
緊
縮
財

政
で
厳
し
い
予
算
で
あ
る
し
、
国
道
、
県

道
、
町
道
の
管
理
区
分
も
あ
り
難
し
い
面

も
あ
る
が
早
く
改
修
を
終
え
な
け
れ
ば
と

心
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
夏
、
わ
が
町
の
代
表
監
査
を
長
く

勤
め
て
い
た
だ
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た
。

豪
放
磊
落
な
性
格
だ
が
、
決
し
て
粗
暴
で

は
な
く
常
識
人
だ
っ
た
。
町
内
を
自
転
車

で
廻
り
な
が
ら
誰
に
で
も
声
を
か
け
る

し
、
ま
た
、
誰
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
る
、

周
り
を
明
る
く
す
る
み
ん
な
の
人
気
者

だ
っ
た
。
役
場
庁
舎
の
ど
こ
に
い
て
も
そ

の
存
在
が
わ
か
る
く
ら
い
声
が
大
き
か
っ

た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
人
と
内
緒
の
話
や
隠

し
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
80
歳
を
超
え
て

い
た
が
時
代
遅
れ
し
て
い
な
か
っ
た
し
、

大
変
記
憶
力
も
よ
か
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
も

好
き
で
、割
と
新
し
い
歌
を
歌
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
時
代
劇
に
出
て
く
る
江
戸
時
代
の

天
下
の
御
意
見
番
、
大
久
保
彦
左
衛
門
み

た
い
な
人
だ
っ
た
。
こ
の
人
は
常
々
「
監

査
は
何
か
問
題
が
起
き
て
町
長
が
謝
ら
な

く
て
い
い
よ
う
に
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、

耳
の
痛
い
こ
と
も
遠
慮
は
し
な
い
で
は
っ

き
り
言
わ
せ
て
も
ら
う
よ
」
と
言
っ
て
、

決
算
書
の
監
査
意
見
書
な
ど
厳
し
い
指
摘

も
多
く
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
町
で

は
若
い
役
場
職
員
が
持
ち
回
り
で
町
内
放

送
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
放
送
に
対

し
て
も
何
を
言
っ
て
る
か
よ
く
聞
き
取
れ

な
い
か
ら
改
善
す
る
よ
う
に
と
よ
く
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
国
や
県
の
官
公
庁
の
影
響

も
あ
っ
て
役
所
言
葉
と
い
う
の
は
何
か
と

横
文
字
が
多
い
し
、
難
し
い
漢
字
が
多
す

ぎ
る
、
わ
ざ
と
分
り
難
い
表
現
に
し
て
住

民
を
煙
に
巻
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
も
多
い
の
だ
か
ら
、
難
し
い
言
葉

を
使
わ
な
い
で
も
っ
と
町
民
に
分
り
や
す

い
表
現
に
し
て
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
一
つ

一
つ
の
言
葉
を
は
っ
き
り
と
言
う
よ
う
に

し
な
さ
い
と
の
こ
と
だ
が
、
至
極
も
っ
と

も
な
意
見
だ
と
思
う
。
私
に
と
っ
て
父
親

み
た
い
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
も
う
あ
の

大
き
な
だ
み
声
が
聞
け
な
く
な
っ
た
の
は

寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
冥
福
を
祈
る
と
と

も
に
生
前
に
指
摘
さ
れ
た
事
柄
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、「
天
上
の
御
意
見
番
」
か
ら

怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
町

政
を
し
て
い
か
ね
ば
と
改
め
て
肝
に
命
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

河か
わ 

津づ

　
修し

ゅ
う 

司じ

天
上
の
御
意
見
番

熊
本
県
南み

な
み

小お

国ぐ
に

町
長
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